
稲作農家と畜産農家のみなさまへ 

23年産の稲わらをこれから集める場合は、 
利用前に必ず検査をしましょう 

 平成２３年３月の原発事故直後に収集され
た稲わらに高濃度の放射性セシウムが含ま
れ、これが牛肉へ移行したケースがありま
した。 

 
 稲わらを長期間ほ場に置いたあとに収集
する場合、放射性セシウムの濃度が上がっ
ていないかを確認する必要があります。 

 
 これから稲わらを集める場合は、利用前
に放射性セシウムの濃度を農家ごとに必ず
検査するようにお願いします。 
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